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大分県支部

〒870-0033 大分市千代町2丁目2−37
TEL（097）532−6181・FAX（097）533−1207
http://www.oitasekijyuji.jp/

大分赤十字病院
〒870-1198 大分市大字玉沢字楠本775番地の1
　　　　　　「トキハわさだタウン」３街区２階
TEL（097）574−6822・FAX（097）542−5777
予約専用  0120−4
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献血ルーム「わったん」
〒870-0889 大分市大字荏隈717−5
TEL（097）547−1151・FAX（097）547−1141
http://www.bc9.org

大分県赤十字血液センター

大分市千代町２丁目３番31号
TEL（097）534-2236・FAX（097）533-6795

http://www.oita.jrc.or.jp/
日赤大分 検 索 「日赤おおいた」のバック

ナンバーは、こちらから
ご覧になれます。

赤十字3施設の情報をリアルタイムで発信中!  「赤十字大分 Facebook」で検索して、いいね！をお願いします。

大分県支部
Our world. Your move.

「平成29年台風18号災害」における活動報告
県内各地で防災セミナーを実施
杵築市で「リーダーシップトレーニングセンター」を開催

寒い避難所で役立つ「毛布」で「ガウン」!
「オリジナルトートバッグ」が当たる

アンケート実施中!!　

Topics

平成29年5月25日
全国赤十字大会（日本赤十字社創立140周年記念大会）の壇上にて、
佐伯市赤十字奉仕団が厚生労働大臣特別表彰を受彰されました。

～寒い避難所で役立つ
　　　「毛布」で「ガウン」!～

　身近にある毛布やタオルケットで、からだ全体を包み込んで保温
することができます。
●用意するもの ・毛布（タオルケット）・紐

①着物を着付ける要領で、
腰に紐を結ぶ。

③仕上り（後ろ姿）。②上半身を覆い、襟元と
袖口を整える。

　

① ②

①住んでいる地域の危険な場所
や安全な場所などに印を付け
る防災プログラムを実施　

（佐伯市立鶴見中学校）

②大分空港航空機事故対処訓練
（国東市）

  No.

36

寒い避難所で
役立つ知識

アンケートに
ご協力お願いします

高額寄付者(社)のご紹介 （平成29年8月～10月末までの受付分）

12月はNHK海外たすけあいキャンペーン

今後の「日赤おおいた」の紙面づくりの参考とする
ために、アンケートへのご協力をお願いします。

以下の①～④をご記
入のうえ、平成30年2
月9日（金）必着で、郵便、
FAX にてご回答くださ
い。ご協力いただいた
方から抽選で10人の方
に、「オリジナルトート
バッグ」をプレゼントし
ます。

皆様のご意見をお待
ちしています。

① お名前・郵便番号・ご住所・年齢
② 本紙を読まれた場所（地区名など）
③ 本紙へのご意見・ご感想
④ 今後掲載してほしい内容

● 回答先 ●
　郵 送　〒870-0033
　　　　大分市千代町２丁目３番31号
　　　　日本赤十字社大分県支部　総務課
　　　　「日赤おおいた」36号 アンケート係
　FAX （097）533-6795
※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせ

ていただきます。

　冬季は体調を崩される方が多く、それに伴う服薬等の理由から全国的に献血者が減少し不足しがちになります。血液の保存期間は短く、
常に皆様からのあたたかいご協力が必要です。大分県内では以下の施設で献血を実施しておりますので、ぜひご協力をよろしくお願いします。

献血豆知識
献血は通常64歳までご協力いただけます。さらに、
60歳～64歳までの間に一度でも献血経験のある
方は69歳までご協力可能です。

大分県赤十字血液センターからのお知らせ

赤十字の国際救援活動

　日赤大分県支部に1度に20万円以上の事業資金をお寄せいただいた方の
ご意向を確認して掲載しています（敬称略・順不同）

「苦しんでいる人を救いたい」という共通理念を持つ、世界190の国と地域にある赤十字社のネットワークを利
用して支援を届けるため、12月1日から25日まで海外たすけあい救援金を受付けます。各国に赤十字社があり、
中立の立場で活動しているからこそ、国際社会の支援が届きにくい地域にも支援を届けることができます。

　1度に20万円以上の事業資金をお寄せいただいた方（法人）には、毎年九州各県の輪番で行われる
『九州八県赤十字大会』の檀上にて表彰品を授与していただきます。（来年度は熊本県にて開催予定）
詳細は、日本赤十字社大分県支部総務課までお問合せください。TEL 097-534-2236

▲「オリジナルトートバッグ」

▶大分市　淵野耕三　九工建設㈱　　
▶豊後大野市　佐藤等子

移動採血バス
受付時間と会場は、下記URLもしくは
QRコードをご参照ください。
http://www.bc9.org/bus/archives/5

献血ルーム「わったん」
（トキハわさだタウン内 2階ゲームセンター横）
《受付時間》 全血献血…9:30～12:50　14:00～17:30
　　　　 　成分献血…9:30～11:30　14:00～16:00
※成分献血予約専用フリーダイヤル TEL 0120-489-150

←
腰位置に
紐を結ん
でおく



救援物資の配布状況

日　時 市 町 村
救 援 物 資

備　考毛布
（タオルケット） 緊急セット バスタオル

9月18日 佐 伯 市 200 96 100 　100 世帯：200 人分
9月19日 佐 伯 市 400 246 144 　200 世帯：400 人分
9月19日 臼 杵 市 199 96 72 　100 世帯：200 人分
9月20日 豊後大野市 100 35 ― 　  35 世帯：100 人分

9月20日 津 久 見 市 1,600 1,068 ―

1,060 世帯
福岡県支部から
　毛布：1000・緊急セット：504
佐賀県支部から
　緊急セット：504
大分県支部から
　毛布：600・緊急セット：60

9月25日 臼 杵 市 20 20 20 　
10月  6日 佐 伯 市 80 　 　 　  40 世帯：80 人分

合　計 2,599 1,561 336
H29.10.15 現在

　小中学校の部 高校の部　

タオル・ウエットティッシュ・軍手・ビニール
袋・コップ・ポケットティッシュ・物干しロー
プ・洗濯バサミ・スプーンフォークセット・
ゴム手袋・救急絆創膏・弾力包帯・不織布
ガーゼ・不織布マスク・歯ブラシ・毛抜・携
帯ラジオ・懐中電灯・鉛筆・メモ用紙・日赤
リーフレット・風呂敷・天チャックポーチ・
ツーウェイバッグ

各市町村に赤十字窓口があるおかげで、必要な
場所に必要な量をお届けすることができました。

　あらためて災害に対する意識づけ
ができて良かったです。
　自分たちで対応できることやあら
かじめ準備しておくことの大切さなど、
たくさん学ぶことができました。

夏休み真っ最中。毎年恒例となっている、
上記研修会が杵築市『上村の郷』にて開催
されました。小中学校の部5校24名、高
校の部13校44名、それぞれ３日間ずつ県
内各地から集まったJRCメンバーと共に過
ごし、赤十字に関する知識を学ぶことはも
ちろんのこと、指示はなく伝達事項は全て
掲示板で行い、テレビやスマホがない環境
で“この生活にどういうニーズ（必要なもの）
があるか？”を考え、自らできることを実
行しました。

この研修では、1 人 1 人がリーダー。
誰任せにもせず、今後の学校や家庭生活
でのニーズに気付き、実行するために何を
すればよいかを考える力を身に付けました。

「誰かのために行動すること」に喜びを感
じる実りのある 3 日間となりました。

熊本・大分地震、九州北部豪雨、台風18号などの自然災害を経験し、いま防災・減災についての意識があらためて高まっ
ています。赤十字は地域の防災力向上を目指して、県内の自治会や団体を対象に防災セミナーを行っています。

非常炊出し訓練やロープワークなどの実技のほか、参加者自身が防災マップを作成する災害図上訓練や、地震や津波の被
災者のインタビュー記事を読んで災害を追体験する災害エスノグラフィーなどのプログラムを提供しています。

赤十字は、過去の災害から得た教訓を踏まえ、いつ起こるか分からない災害からいのちを守るためには、ご自身とご家族
を守る「自助」の力と、地域にお住まいの皆さんが協力して難局を乗り切る「共助」の力が極めて重要だと考えています。

赤十字防災セミナーを通じて、皆さん一
人ひとりが災害と向き合い、被害をより小
さくするために必要な備えについて一緒に
考え、話し合ってみませんか？

リーダーシップ
トレーニングセンター

地域の防災力向上を目指して赤十字防災セミナーを県内各地で開催しています！

赤十字の青少年赤十字事業

赤十字の国内災害救護事業

日赤大分県支部の事業は、県民の皆様からお寄せいただく
社資（活動資金）によって支えられています

心肺蘇生を実践して、人の命を
救えるようになろう!

ハンディキャップを抱えてチーム対抗風船バレー
サポートしてくれる仲間がいると安心！

気付いたことは、
掲示板にて情報共有!

今後実践したい活動の実施方法について
先生からのアドバイスを求めました

参加者のニーズに応じた内容を
分かりやすく説明します

自分たちが住む地域の弱点や防災資源を地図
に書き出して意見交換をする災害図上訓練
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台風18号災害における当支部の対応について
平成29年9月の3連休、台風18号が全国に大きな被害をもたらしました。
大分県支部では、発災翌日には佐伯市に救援物資を引き渡し、続いて臼杵市、豊後大野市、津久見市へお届けしました。
大分県支部のみでは対応できない量の要請がありましたが、福岡県支部・佐賀県支部からの協力を得て、要請に応え
ることができました。こうした全国のネットワークが、日本赤十字社の強みです。（※医療救護班の要請はありませんでした。）

赤十字防災ボランティア「つばさ」の
メンバーも駆けつけました

津久見市川野市長へ
物資搬送報告

佐伯市役所職員と　
積み下ろす様子　

　　　　津久見市では消防隊の皆さんの
　　　　協力をいただきました

参加者
の声

活動の
様子

「緊急セット」の内容
（24品目）


